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否反応を起すかもしれません。 しかし, レポー ト
提出のために私の部屋を訪れた学生達はみな礼儀


































気分を暗 くさせ 000等々 ,アンケー トのすべて
の設間に沢山の 1が並んでいたことでしょう。こ
のアンケー トでは各教官による追加質問という項
目があるので,「私は授業で入試判定 ミスを話題
にしたが, このことは意義があったと思うか?」
と尋ねることも可能なのでしょう。でもそれは未
練がましいので,そんなこともしなかったでしょ
う。
私はこの春停年を迎えるまで勤めさせていただ
きました。私は頭が古 くて,いまだに私の大学生
のときに受けた授業のことが頭から離れておりま
せん。秀才タイプではない私は学生時代,授業に
従って学問の構築を要領良 く理解 ・把握すること
が苦手で,ち ょっとしたきっかけで授業への集中
を失い,私の脳は授業から飛び離れてしまったと
思います。むしろ私は授業時の先生の雑談や感想
に聞き入り, この先生はすばらしいと感 じると始
めてその授業内容が好きになるというありさまで
あったと思います。 しかし学級崩壊でも理学部の
アンケー トにおいても,現在はそんな時代ではな
いと言っているようです。でも,私にはついて行
けないものがあります。大学では学問に対するパ
トスの火が燃えていることがもっとも必要なはず
であり, このことは昔 も今も全く変わらないと私
は思っているのです。
